
外国人介護技能実習制度のご案内

深刻化している介護人材不足を
組合で解決しませんか!

日本アジア人材開発事業協同組合
私たちは、地域の高齢者福祉を確かなものとするため、

人材・育成をメインに、共同購入などの連携を生かした、

介護事業者総合サポートを展開する組合です。
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まずはご連絡ください

0463-24-2200

https://jamac.jp
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JAMAC運営事務局 神奈川県平塚市宝町3‒1 平塚MNビル1階

外国人人材活用、介護機器の導入等による
ご提案をさせていただきます。

【監理団体許可番号：1804000306】

お問い合わせ

FAX 0463-24-2900

http://jamac.jp/


 

日本アジア人材開発事業協同組合 

 
Ⅰ 設立の目的 

 厚生労働省の平成２８年人口動態調査によれば、日本における出生数は１００万人を割り込み、２

０２５年には団塊の世代が後期高齢者となり、また、人々の生活を支える「年金」、「医療」、「介護」に

おいて財政的な問題のみならず、人や施設の社会資源の不足が深刻となりつつあります。 

このような中、介護事業者は、著しい人材不足に悩まされ、職員不足ゆえに生ずるサービスの低下、

職員の負担増、過労による離職率の増加と負のスパイラルに陥ることが懸念されています。 

殊に、関東地区、とりわけ神奈川エリアにおける人材不足は介護事業者を直撃し、募集もままならな

い状況は継続的に続いています。 

介護といった社会的な使命と責任を背負う私たちは、このような局面に対していかにして知恵を絞

り、対処すべきかが求められています。 

一方で、法人施設経営の観点では、「経営の使命は、組織を継続・発展させていくことである」との

前提の中、社会保障費は抑制的傾向にあり、社会資源が不足している中、最適な手段・方法を選択し、

法人の経営基盤を強固なものにしつつ、時代にあった改革を目指すための「実行する集団」を形成する

必要があります。 

 そこで、私たちは協同組合における相互扶助の精神に基づき、介護事業者による地域ネットワーク

を構成し、組合員の一層の経営の効率化を図り、市場の拡大を試みるとともに、自主的な経済活動を促

進していきます。また、人材の確保、従業員を対象とした研修会や資格取得等の人材育成を図るなど、

雇用定着のための取り組みに努め、介護業界の社会的地位の向上を図り、地域に貢献できる組織を目

指していきたいと思います。 

 

 

Ⅱ 組織及び事業の概要 

１．名     称     日本アジア人材開発事業協同組合 

２．所  在  地    〒254-0019 平塚市西真土４-２３-３５ 

             電 話  ０４６３－５４－１１７２ 

             F A X  ０４６３－５１－２２８８ 

３．組合員たる資格  社会保険・社会福祉・介護事業、ホテル・旅館業、飲食サ－ビス業 

又は建物サ－ビス業を行う事業者 

４．出資１口の金額及び会費の賦課 

    （１）出資金     一口 １０，０００円 

    （２）会 費     月額 １０，０００円 

５．事業計画の概要 

   （１）機器、資材、消耗品等の共同購買事業 

    （２）人材確保・育成事業 

（３）経営及び技術の改善向上又は知識の普及を図るための教育及び情報の提供 

    （４）福利厚生に関する事業 

   （５）外国人技能実習生共同受入事業 及び 職業紹介事業 

６．設 立 年 月 日    平成３０年１月１６日 


